特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　３月１０日　346号
炭焼き体験　窯出し作業　4日　11人　220kg焼きあがる
今年の出来具合はこれまでにない良質の炭が焼きあがりました。そして220kgを50箱に詰め分けました。少し雨模様が心配でしたが、午後からすこし風も出て日差しもよくなり土手の梅も咲き誇りチームワークもよく約2時間で終了できました。倉庫に運び込み、復旧作業をしている田んぼも見て回る余裕もあって、たのしいひと時となりました。
観梅ハイキング　6日　7人　雨晴れ上がり上天気

前夜は激しい雨があって足もとがわるのではないかと気にしていましたが、富野荘駅を出発するときは傘を使わなくてはならないのかと思いましたが、尻あがりによくなって、梅林に到着するころには青空の観梅日和になってきました。前々日や前日はTV放送があって4000人6000人の人出で大変な状況が報じられていましたが、この日は天候の心配もあって、人影もまばらで落ち着いた雰囲気で思い存分楽しむことが出来ました。梅畑で飲む酒は格別の味がしたそうです。
各種取り組み奮闘者の慰労会　5日　20人

年末から詰めに詰め込んで取り組んできた目録ノートの作成、そして息つく間もなく説明会の開催、そしてその間に木津川展の開催や野鳥観察会、全国屈指の京都木津川マラソン大会の取組、夏も大変でしたが、この冬もこれまた大仕事を連続して成功させてきました。この慰労を兼ねて少しゆっくりする時間を持ちましょうと計画しました。突然の取組でしたので都合のつかなかった方、連絡が取れなかった方等もありましたが、出席された皆さんは、すっかりリラックスできて明日からまた頑張ろうと固い決意を固め、舌ずつみを打ちつつ散会しました。
京都府植物誌ノート説明会　京田辺会場　5日　37人

二回目の説明会でしたので準備のコツをのみ込むことが出来て、かなりスムースに進みました。運営も一回目の反省が生かされて、司会者泣かせもなくスケジュール通りに進行が出来ました。上島先生のお話も解り易く、冗談とも本音ともとれる話が会場を笑いに誘って楽しい雰囲気を醸し出していただきました。光田先生は、京都山城地域の地形の特徴や歴史的な変遷から山城をとらえた解説をいただき、またフナバラソウを受粉させるための研究を通して判明した研究成果を解り易く解説いただき学ぶところの多い講演をいただきました。
聞き逃された皆様は、19日の京都テルサでの最終会にぜひお越しください。（近鉄東寺駅下車東へ徒歩10分）
9日の事務局会議では活動方針や社員と理事推薦者を検討しました。　　

お水取り　12日　籠松明　見学者の募集

厳しい冬から春の訪れを招く「お水取り」のクライマックスが12日に行われます。里山の会の武田様がお世話をいただきますので、一緒に行きませんかと御案内がありました。金曜日の夕方までFAXを戴ければ手配をさせていただきます。
12日　植物観察　集合9時30分　京阪八幡市駅　参加者募集

3月の植物観察は背割堤を中心に行います。春の訪れを植物ではイヌナズナの可憐な花が伝えてくれます。また枯れ草の中に咲くアマナ等が見つかれば最高ですね。厳しい寒さの中少し日差しが暖かくなれば草花たちも元気に動き出します。多くの皆さんのお越しをお待ちしています。現地集合10時（背割堤公園入り口）
14日　10時からURとの話合い　カスミサンショウウオの保全について5月に発見して以来ぎくしゃくしながら進めてきましたカスミサンショウウオの保全についてしっかりとした確認をして、万全を期した保全対策の実施を求めて話し合いたいと思っています。会員の皆さんの中に我こそと思われる方がおられましたら、一度ご参加ください。事務局メンバーのうち山田、福井、田中さんが出席する予定です。

会誌30号原稿締め切り迫る　20日到着の事
里山の会の発足以来苦労しながら発行してきた活動記録の｛里山の自然｝が30号になりました。多くの方々のご登場をお願いします。記念の節目に御寄稿下さい。
NPO設立10周年記念・京都府植物誌目録ノート発刊記念

第15回自然と環境講演会

参加者歓迎

3月12日　13時30分～16時まで　京丹後市峰山町

峰山総合福祉センター
講演　「京都府植物誌目録ノート」と丹後の植物　村田源先生
里山の会では11年度会員募集をしています。会費は年間2000円です。会員には会誌「里山の自然」を年2回郵送しています。


















